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　株式会社アイセン横浜ＬＣは、Ｃ級（チル
ド）からＦ級（フローズン）の温度帯に対応
した物流センターです。ＢＣＰ（事業継続計
画）対策として、建物の躯体は耐久性の高い
プレキャストプレストレストコンクリート
（ＰＣａＰＣ）造とし、さらに杭頭免震構造
を組み合わせることで、地震時の荷崩れ防止
等に配慮した建物になっています。
　トラックバースは、パワーゲート付き２ｔ
保冷車からフィート海上コンテナ車まで、
多種多様な車種が接車できるように、可動式
パット付きドックシェルターとエアシェル
ター、ドックレベラーを設けています。
　倉庫内での商品の保管方法は、電動移動ラ
ックを採用することで低温環境での荷繰り作
業の省力化と効率化を図っております。
　外壁は、耐候性、耐久性が高く、美観性に
優れたサンドイッチパネルを採用し、内部に
ウレタン防熱を施して断熱を行う内部施工型
外防熱方式を採用することで、外気からの熱
侵入を直接躯体に受けないように計画してお
ります。
　室内の防熱計画に関しましては、１階の荷
さばきエリア接車部からの外気侵入を極力抑
えるために陽圧空調を行っており、１階の冷
凍倉庫入り口については、防熱ドアとサーモ
シャッターを併設することで、庫外からの暖
気流入、庫内からの冷気流出を極力防げるよ
うに工夫を施しています。また、倉庫内のコ
ンクリート躯体に蓄冷させることで、冷却設
備の省エネルギー化を図っております。
　冷却設備に関しましては、地球環境に配慮
した、自然冷媒による冷凍機を採用し、防潮
対策のため、キュービクルと共に建物の庇の
上に設けております。
　私たちは施主様のご要望をふまえ、コンパ
クトなプランニングと収容パレット数の最大
化、効率的な防熱方式の選択、消防設備の緩和
措置利用等を重視した設計を心掛けました。
　最後に、本計画に関しまして、ご協力をい
ただきました関係者の皆さまにこの場をお借
りしまして、お礼を申し上げたいと思います。
　大豊建設株式会社　

建築設計部　小齊　陽一

バース 荷さばき室

Ｃ（クーラー）級倉庫 事務室

　本計画は杭頭免震工法のＰＣａＰＣ造を採用
した冷凍冷蔵保税倉庫の新築工事です。国際貿
易港である横浜港の本牧ふ頭Ａ突堤内に建設さ
れ、保税倉庫としては利便性・輸送の効率性の
よい立地条件となります。
　今回の工事は冷凍冷蔵食品を取り扱う倉庫の
新築工事であり、建築工事、設備工事だけでな
く別途工事の工事期間を確保する事、加えて冷
やし込み期間約１カ月を確保することも重要な
ポイントでした。
　躯体工事では、基礎躯体である免震上部基礎
をプレキャスト化することによって工程短縮・
現場労務費の減少を図りました。またＰＣ建方
工事ではｔクローラークレーン１基で揚重
する計画でしたが、サイクル工程を作成して効
率よくクローラーを使用することで工程短縮に

努めました。
　冷凍冷蔵倉庫の結露対策として、外断熱と屋
根防水の納まり、床・壁等貫通部の断熱納まり等
の部分詳細を事前検討し対策を講じることで、
結露しない建物を構築することができました。
　安全面では、いたるところに指定可燃物であ
る断熱材が吹付けてあり、一歩間違えれば重大
な火災事故を引き起こす危険性があったため、
弊社火気使用ルールを厳守・徹底しました。
　工事期間中は、建築主である株式会社アイセ
ン様、設計監理、協力会社の皆さまが竣工に向
け一丸となって工事を進め、無事お引き渡しが
できましたことに感謝いたします。

　大豊建設株式会社　東京建築支店
所長　田川　喜教

■工　事　名　称：（仮称）株式会社アイセン新倉庫計画新築工事
■工　事　場　所：横浜市中区本牧ふ頭８－
■建　築　主：株式会社アイセン
■構　　　造：ＰＣａＰＣ一部Ｓ造＋免震構造
■階　　　数：地上５階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延べ床面積：，．㎡
■設　　　計：大豊建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：大豊建設株式会社東京建築支店
■工　　　期：年３月１日～年４月日

写真提供／大豊建設

　主要事業を説明して下さい。
　「当社は横浜市の大黒ふ頭と本牧ふ頭を拠点に、食品原料
の冷凍・冷蔵倉庫事業を展開しています。コンテナ船で運ば
れた輸入品の保管が主な業務で、商社やメーカーなどのお客
さまは、当社の倉庫を在庫基地として活用されています。ド
レージ（港から倉庫までの運送）と、デバンニング（コンテ
ナからの取り出し）は提携会社に依頼しています。一部、輸
出品の入出庫業務も手がけています」
　新倉庫の立地は。
　「場所は、横浜市が高機能な物流施設が集積するロジステ
ィクスパークとして整備を進めている本牧ふ頭Ａ突堤です。
コンテナターミナルに近接し、陸続きで橋を通らずに埠頭
（ふとう）内に乗り入れできる横浜港内で最高の立地で、港
・倉庫間、倉庫・目的地間の円滑な配送を実現します」

　新倉庫の概要は。
　「１階がコンテナトラックバースと冷凍倉庫、３～４階が
冷蔵倉庫となっており、１階と中２階に事務所を構えており
ます。保管能力は約２万㌧です。当社の倉庫として免震構造、
移動式ラック、自然冷媒冷却設備を初めて採用しました。免
震効果により地震時の揺れを抑え、保管物の落下や荷崩れを
防ぐとともに従業員の安全を確保できます。移動式ラックは、
品目や保管場所をバーコードで管理し、読み取るとフォーク
リフトの端末と連動して対象品の保管場所までの通路が自動
で開閉されるため、入出庫作業を効率的に行えます。倉庫業
務に長けた倉方でなくても誰もが容易に入出庫管理業務に携
わることができ、人手不足の解消や働き方改革に有効です。
冷却には従来のフロンに代わり、環境負荷の少ない自然界に
存在するアンモニアと二酸化炭素を冷媒に使った設備を導入
しました。環境配慮の観点からも当社やこの倉庫を利用され
るお客さまの企業価値の向上につながると思います」
　「機密性の高さも特徴です。機密性が低いと特に夏場は、
荷さばき場から倉庫内に運ぶまでの動線空間の温度が度程
度まで上昇し、商品の状態に影響する恐れがあります。新倉
庫は、空調制御により度以下に抑えられます。加えて保管
庫ごとに温度設定を変えられるため、お客さまのニーズに細
かく対応できます。建物はＨＡＣＣＰに準じたつくりで、検
品室も２部屋設けており衛生的な管理を実現します。設計・
施工で当社の希望通りの倉庫をつくっていただいた大豊建設
様にお礼申し上げます」
　稼働に向けた期待を。
　「保管能力が大幅に高まり、当社はより多くの商品の受け
入れが可能となります。お客さまも、商品の品目、保管量が
増えることで、取引の拡大を見込めます。日本は食糧自給率
が低く、輸入に頼らざるをえないのが実情で、冷凍食品や総
菜の市場は今後、ますます拡大していくと予想されます。当
社は確実な温度管理や衛生管理による保管、食品物流を通し
て食の安全・安心に貢献し、お客さまとともに繁栄を目指し
ていきます」。


